
キーワード：

Keywords:

新潟県の泥火山および地表ガス徴から産出するガスの起源・移動・変質

Origin, migration and degradation of gases from mud volcanoes and

surface seeps in the Niigata Prefecture
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　新潟県内の泥火山2箇所（蒲生、八石）および地表ガス徴5箇所（黒川、新発田、新津、妙法寺、大沢）から

ガス試料を採取した。ガス組成および炭素同位体組成からガスの起源、熟成度、二次的変質作用の有無につい

て考察する。新発田の水田からのガスは微生物起源、妙法寺は熱分解起源、黒川は混合ガスと推定される。蒲

生および八石の泥火山、新津および大沢の地表ガス徴については、メタン炭素同位体組成は-50‰よりも重

く、熱分解起源を示唆するが、炭化水素組成［C1/(C2+C3)］は100以上を示し、通常の熱分解起源ガスよりも

メタンに富む。このようなガスは熱分解起源ガスが地表への移動途中に炭化水素組成のみが変化した可能性が

高い。その他の可能性として、微生物起源ガスがバクテリアによる酸化分解を受けてメタン炭素同位体組成が

重い方向に変化した可能性と、原油が微生物分解を受けて二酸化炭素が生成し、その二酸化炭素をメタン生成

菌が還元することによってメタンが生成した可能性が考えられる。後者のプロセスは二次的メタン生成と呼ば

れる。蒲生、八石、新津ではガス中のメタンと二酸化炭素の炭素同位体組成の差δ13C（CH4－CO2

）が-50～-65‰程度となっており、二次的メタン生成が起こっている可能性を示す。一方、大沢と新発田につ

いては、メタンと二酸化炭素の同位体組成の差が小さく、メタンが酸化されている可能性を示す。特に大沢は

C1/(C2+C3)が高いことから、元々微生物起源の可能性もある。メタンとエタンの炭素同位体組成の関係から新

発田のガスはほぼ純粋な微生物起源ガスであることを示す。エタンとプロパンの炭素同位体組成の関係か

ら、八石、蒲生、新津についてはプロパンが微生物分解を受けていると推定される。熱分解成分の熟成度につ

いては、エタン炭素同位体組成から、黒川、八石はビトリナイト反射率（Ro）換算で0.9％、妙法寺1％、新津

1.1～1.2％、蒲生1.6％程度と推定される。 

 

　ガスに付随して産出する水については、蒲生・八石の泥火山および大沢の地表ガス徴から試料を採取し

た。水のイオン組成、酸素・水素安定同位体組成から蒲生、大沢についてはほぼ地表水と考えられる。八石は

酸素同位体組成が最も重く海水起源を示唆するが、塩化物イオン濃度は海水の1/3程度である。本試料は粘土

鉱物の層間水により希釈されている可能性が高い。
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